
 

 

平成２０年７月２２日 

各 位 
                        
                             会 社 名  伊藤ハム株式会社 
                             代表者名  取締役社長 河西 力 
                             （コード番号  ２２８４ 東・大） 
                             問合せ先  広報・ＩＲ部  
                                   細見 忠 
                              （電話  ０７９８－６６－１２３１）  
 

子会社株式の売却についてのお知らせ 

 
当社は、平成２０年７月２２日開催の取締役会において、当社の連結子会社である伊藤ライフサイエ

ンス株式会社の株式全株を大塚化学株式会社へ譲渡することを決議いたしましたので、下記の通りお知

らせいたします。 
 
                     記 
 

１．株式譲渡する子会社の名称及び概要 
社 名 伊藤ライフサイエンス株式会社 

 所 在 地 茨城県守谷市久保ヶ丘一丁目２番地１ 
 代表者氏 名 佐藤靜治 
 事 業 内 容 医薬品の製造及び販売 

 設    立 平成１５年５月２０日 
 資 本 金 ８億円 

 株    主 伊藤ハム（株） １００％ 

 
  なお、上記株式譲渡により、下記の伊藤ライフサイエンス（株）の１００％子会社も譲渡いたします。 

 社    名 AMERICAN PEPTIDE COMPANY, INC. 伊藤生命科技（上海）有限公司 

 所 在 地 アメリカ合衆国カリフォルニア 上海（中国）  

 代表者氏 名 佐藤靜治 佐藤靜治  

 事 業 内 容 医薬品の製造及び販売 医薬品の製造及び販売 
 株    主 伊藤ライフサイエンス（株）100％ 伊藤ライフサイエンス（株）100％ 

 
最近事業年度における業績の動向 
伊藤ライフサイエンス株式会社             （単位：百万円） 
 平成 18年 3月期 平成 19年 3月期 平成 20年 3月期 

売 上 高 2,301 2,383 2,546 

経 常 利 益    31     119   220 

当 期 純 利 益    10     4    13  
 

AMERICAN PEPTIDE COMPANY, INC.         (単位：百万円(千ドル)） 
 平成 18年 3月期 平成 19年 3月期 平成 20年 3月期 

売 上 高 1,290(10,928) 1,813(15,222) 1,634(14,317) 

経 常 利 益 105(   895)     310( 2,610)      68(   602) 
当 期 純 利 益    68(   582)      208( 1,747)      45(   397) 

 



 

 

 

 

伊藤生命科技（上海）有限公司          （単位：百万円(千元)） 
 平成 18年 3月期 平成 19年 3月期 平成 20年 3月期 

売 上 高 0(     46) 88(  5,790) 116(7,478) 

経 常 利 益 △21(△1,469)   △17(△1,136)  20(1,284)  

当 期 純 利 益   △21(△1,469)   △17(△1,136) 20(1,284)   
  

２．株式譲渡の理由 

    当社グループは平成２０年度より新中期経営計画を実行中ですが、コア事業の競争優位の確立、

シナジー効果の見込める成長分野への積極展開の基本戦略に基づき、事業ドメインを見直した結果、

伊藤ライフサイエンスグループの営んでいる事業を強化、成長させるためには研究開発で実績のあ

る大塚化学株式会社とともに事業展開を図ることが最善と判断し、この度株式譲渡を決定いたしま

した。 

 

３．譲渡先 

社 名 大塚化学株式会社 

所 在 地 大阪市中央区大手通 3 丁目２番２７号 

代 表 者 代表取締役社長 森 明平  
 

４．譲渡金額及び譲渡益（見込） 

  譲渡金額     １７億円 

  譲 渡 益    （単体）  ７２０百万円  （連結） ２９７百万円 

 

５．譲渡スケジュール 

譲渡予定日 平成２０年９月１日 

 

６．今後の見通し 

譲渡により、上記三社は当社の連結子会社より除外されます。除外されることによる連結売上高・

損益に与える影響は軽微であります。また、譲渡益の計上に伴い、平成２１年３月期の単体・連結

共、利益が増加する見込であります。なお、業績予想の修正につきましては、現在、精査中であり、

後日、必要となった場合は発表いたします。 

 

以上 


